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定義

高度専門人材と一般行政職員との橋渡しを行うとともに、

所属部局のDXの取組をリードする職員

（中期人事ビジョン上の定義）

　⇒「誰もやらなければ自分がやる」

　　自律的に動き、周囲を巻き込む変革リーダー

部局・所属のＤＸ推進

職員のモチベーションアップ

部局・所属におけるメリット 秋田県への効果

県庁組織が

「指示待ち」から「自走型」へ進化

課題解決スピードを

劇的に向上させる

R7: GWSエバンジェリスト

• デジタル政策推進課の普及活動
を「支援」（マルチワーク）

• 草の根活動が中心

「人材育成像」の中核へ

● 「中期人事ビジョン」への位置づけ
（人事課）

● 職員提案との連携
（行政経営課）

● 研修の実施
（デジタル政策推進課）

● DXアワードでの成果発表や提言
の場を用意
（デジタル政策推進課）

R８: ＤＸエバンジェリスト（・ネクスト）

育成プログラム

初期集中研修 (6-８月)３回

課題発見・業務再設計・
合意形成術のスキル取得

ナレッジ共有の勉強会と展開

ＤＸエバンジェリスト・ネクスト間での
成功事例の共有と、ＤＸサポーターを
通じた展開

グループワーク（通年）

各部局から持ち寄った課題等の解決
策を検討

ＤＸアワードでの提言

＜ＤＸエバンジェリスト体制イメージ＞

各部局の課題解決に資する提言

5-８月

・キックオフ
・研修(6-8月)
・ノウハウ共有

4月

・募集
・応募
・決定

９-10月

・課題決定（職員提案等）
・グループワーク

３月

・審査
（デジタル化統括監）

・認定

1月

最終提言
 (ＤＸアワード)

11月

中間提言
 (事務局へ)

19「ＤＸエバンジェリスト・ネクスト」

ＤＸエバンジェリスト

      として活躍

ＤＸエバンジェリスト
（ネクスト）

秋田県ＤＸ戦略本部幹事会

秋⽥県デジタル‧トランスフォーメーション（ＤＸ）
戦 略 本 部

ＤＸサポーター

⾼度専⾨⼈材
（連携し、中核となって

とりまとめ）

⼀般⾏政職員

庁    内

⾏政経営課
（職員提案との連携）

⼈  事  課
（中期⼈事ビジョンに位置づけ）

デジタル政策推進課
（研修）

所属へ展開

ツールの活⽤⽅法   ⼯夫を浸透

情報システム担当者

ＤＸ戦略本部事務局



（４）デジタル⼈材育成事業について

R8〜R11

役割や階層に応じた⼈材像を明確にし、研修や国家試験受験の経費補助などにより戦略的‧重点的に取り組む。
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＜⾼度専⾨⼈材＞
 ◆ DX戦略、データ分析、セキュリティなどの各分野で専⾨性を発揮
 ◆ デジタル技術を活⽤した課題解決に係るシステムの実装、 DXに向けた
   意識の醸成、デジタル⼈材の育成等をマネジメントする指導的役割

＜ＤＸエバンジェリスト＞
◆⼀定程度のデジタル知識と⾏政実務の知識‧経験を兼備
◆⼀般⾏政職員や⾼度専⾨⼈材と連携し、中核となって実務をとりまとめ

＜情報システム担当者＞
◆システムの適切な管理や適時の対応をするための基礎的知識を習得し、実践

＜⼀般⾏政職員＞
◆導⼊ツールや業務システムを正しく習熟して使いこなす
◆⽇々の業務を効率的かつ円滑に遂⾏できる

＜主な変更点＞
 ‧⼈材像を明確に定義
 ‧ＤＸエバンジェリストの育成（研修修の受講及びワーキンググループにおける活動を通じて知識‧技能の習得に努め、
                庁内のデジタル化、DXの推進を牽引‧‧‧ＧＷＳエバンジェリストを発展）

＜幹部職員＞
◆デジタル技術の重要性を深く認識
◆組織の意識改⾰を図り、全庁的なDXの推進を底上げ‧後押し

⾼度専⾨⼈材

DXｴﾊﾞﾝｼﾞｪﾘｽﾄ情報システム担当者⼀般⾏政職員

幹部職員

ＤＸ戦略本部事務局


